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平成 26年度専修大学スポーツ研究所 所員報告

１．日本テニス学会ポスター発表

場所：（東京理科大学　野田キャンパス）

期間：2014年12月5日～7日

①テーマ：テニスにおけるイップスとジストニア

の関係(その２)

－サービスにおけるトス動作に着目して－　（共

同）

トス動作時にイップス症状を呈しているテニス

選手に対してインタビュー調査を実施し、サー

ビスにおけるトス動作のイップスの現象を探り、

ジストニアとの関係について報告した。

②テーマ：テニスラケット装着型モーションア

ナライザーに関する研究（１）

‐プレッシャーボールで打球した場合‐（共同）

テニスラケット装着型モーションアナライザー

(スマートテニスセンサー)を用いて、プレッ

シャーボールを打球した際の「ボールインパク

ト表示機能」について実験し報告した。

③テーマ：テニスラケット装着型モーションア

ナライザーに関する研究（２）

‐Play&Stay 用ボールで打球した場合‐（共同

研究）

テニスラケット装着型モーションアナライ

ザー(スマートテニスセンサー )を用いて、

Play&Stayグリーンボールを打球した際の「ボー

ルインパクト表示機能」について実験し報告し

た。

④シンポジウム司会：佐藤雅幸　平田大輔

テーマ：スマートテニスセンサー開発と応用に

関して

２．日本テニス協会公認コーチ認定講
習会講師
 「テニスのメンタルスキル」担当

2015年1月17日

３．日本テニス協会S級エリートコーチ
認定講習会講師
「スポーツ心理学」担当

2014年12月21日

４．日本コーチング学会 （大阪体育大学）
学会ポスター発表（共同）

2015年3月6日～8日

テーマ：大学女子テニス選手におけるエラーの

起きた状況とその発生要因に関する研究

　KH Coderを用いたテキストマイニングにより

大学女子選手が試合でおこるアンフォーストエ

ラー（以下：UE）の原因について分析を行い、

エラーの原因の特徴語を検討した。UE全体の

発生要因を分析した結果、多かった上位10の

言葉をみたところ「打つ」「ボール」「ミス」「思

う」「前」「入る」「相手」「足」「サーブ」「アウト」

といった技術面、心理面、戦術・戦略面におけ

る要因が多くみられた。

研究・社会的活動報告１
佐藤 雅幸（経済学部教授）

日本コーチング学会（大阪体育大学） ポスター発表




